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岩田久二 雄先生 を悼む

　本会名誉会員，神戸 大学名誉教授 の 岩田

久二 雄先生は，か ね て 病気療養中の と こ ろ ，

平成 6 年 11 月 29 日，折か ら滞在 中の 福岡

市内に お い て ，急性心不全の ため，ご家族に

み と ら れ な が ら，不帰の 人 とな られま した．

行年 88 歳 　ま こ と に哀惜に たえ ません． こ

こ に 謹 ん で 哀悼 の 意を捧 げ，ご冥福を お 祈

り致 します．

　先生 は 明治 39 年大阪毒 に 生まれ，昭和 6

年京都帝 国大学農学部農林生物学科を卒業

され ま し た． 同年か ら農学部副手，昭和 17

年 に は 財団法人木原生物研究所研究員 と し

て 研究生活を送る 傍 ら，大 阪府立 高津中学

や 同北野中学で教鞭をと られ ま した． ま た，

太平洋戦争 華やか な り し頃は中困の海南島

で 綿 の 害虫 の 防除研究 に 従事 さ れ ま した，

敗戦後 の 昭和 23 年 に は香川県立農林専門学校教授に任ぜ られ，同 25 年に は兵庫県立農科大

学 （後 の 兵庫農科大学）そ の 後は神戸大学農学部教授を歴任され ， 昭和 45 年定年に よ り神戸

大学を退官 さ れ る まで の 闇，研究 と後進 の 育成に専念 されま した．退官後は，地元の 湊川 女

子短期大学の 教授と して f女の 教育 に 力をつ くされ ま した ．

　先生 の こ活勤 は大 きく分けて ，2 つ の時期に別れ ます．第一は，フ ァ
ーブ ル に 魅せ られ て ，

蜂 を求め て ，北摂猪名川の 河原を俳回 した ［M −
，il大阪高校 の 頃か ら，綿花害虫 の 研究の 為に海

南島に渡る まで の期間，そ の 間に営 々 と調査研究された単独性有剣類の 比較習性は数多 くの

報告 と し て 出版さ れ ま し た．後に，そ れ らの 研究を基 に して ，膨大 な 文献資料を 駆使 しっ っ ，

「蜂の生活」（1940）， 「Commparative　studies 　on　the　habits　of　solitary　wasps 」（1942）等の集大成

が行わ れ ま した、

　第 二 は戦後日本に 引 き上げ られ て ，大学 に 奉職 さ れ た時代． こ の 期間 に は，先生はそ の 努

力 の 多くを寄生蜂の 生態の 研究 と，膜翅目を は t め色々 な昆虫の 卵巣と蔵卵 の 比較調査 に 傾

注 されま した．戦前 に
一・応は単独性の蜂類，特に狩猟蜂の 習性に つ い て の 取 りまとめ を終 わ

られた先生が ，ど う して ，そ の 後花蜂や社会性の蜂に手を付け られず に ，寄生蜂 に そ の 注意

を向け られ た の か ，今 とな っ て は明確な答え は得 られませ ん ．多分 ， 海南島で の審虫防除の

研究の経験や ，農学部で の 研究 と言 う制約を考え て の 事か も知れ ませ ん，後 の 方 の 卵巣の 調

査は，元 々 ．寄生蜂 の 蔵卵 ・繁殖活動 の 手がか りを得 るた め に 始 め られた と考え られ ますが ，

後 に，先生 自身や Price （1974），そ れ に 多 くの 研究者 に よ っ て 証明された よ うに，こ の 仕事は

蜂や昆虫の 生活を理解す る一Lで きわ め て先駆的な意義の 有るもの だ っ たと思 われ ます．
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　 神戸大学を定年退官され た機会に ， それ まで の 全 て の 仕事を
一
冊 の 書に まとめ られ，「本能

の 進化，蜂 の 比較習性学的研究」（1971）を表さ れ ま した．こ の書 は，後に， ス ミ ソ ニ ア ン研

究所の Krombein 博士 の ご厚意 で イ ン ドで 英訳， 出版 され ました． 日本の 昆虫学界が世界に

誇る金字塔の
一・

っ で あ ろうと考え られ ます．

　先生はそ の 生涯 を通 して数多 くの 魅力あ る書を出版 され ました． こ とに，太平洋戦争直前

や戦後の 時期に 世に出された物に は独特の 香 りが あ り，例えば 「自然観察者 の 手記」（1944）
は，従来例を見な い 自然描写と格調高い文体に ，多 くの 若者が魅せ ら れ，自然科学の 途を選

ば せ た と言わ れ て い ます． こ れ も先生の 功績の
一

っ と考え られ ます．

　 先生の 講義や講演も独自の もの で ，学生や多くの人達に人気が ありま した．先生は，又，若

者や研究者を志 しなが ら不遇な立場に あ る人に常に優 し く配慮を して お られ ま し た，病床 に

あ っ て も訪れ る人 に 心 を配 り，優 しく処遇 されま した．先生の ア ドバ イ ス に激励さ れた方々

も多か っ た と思 い ます．

　日本の フ ァ
ー

ブル と呼ばれ る事を喜んで お られた先生，お酒を愛 さ れ，あま た の武勇伝を

残さ れ た 先生 ， 豪放 らい 落 に 見 え て
，

そ の 実 ， 仕事 に 関 して は細心 1 緻密だ っ た先生， 先人の

後を追わず，常に，自分の道を切 り拓 らか れ た先生，せ っ か ち で ，い っ も急 ぎ足 に 歩かれ た先

生．先生 は昆虫学に，又，日本の 昆虫学界に，実に多 くの 貢献を残 さ れ ま し た．先生，い ま は，

どうぞ安 らか に お眠 り下さい ．
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明治 39 年 5 月 25 日

昭和 6 年 3 月

　　 同年 4 月

il召＄Nl4 年 　4 月

目“ij　9i日17年 10月

昭和 21 年 9 月

昭和 23 年 5月

昭和 25 年 3 月

昭和 44 年 4 月

昭＄U　45 年 4 月

昭IU　45 年 10月

昭和 46年 4 月

昭零日55 勾三　3 月

平成 6 年 11月 29 日

大阪市に 生 まれ る

京都帝国大学農学部農林生物学科卒業

農学部副手

大阪府 凱高津中学校教諭

財団 法入木原生物研究所員

大阪府立北野中学校教諭

香川県立農林専門学校教授

兵庫県立農科大学教授

神戸大学農学部教授

定年 に よ り退官

神戸大学名誉教授

湊川女子短期大学教授

退職

急性心 不全に て 死亡

「广

　 な お， ご 遺 族 の 岩 田 和 y一夫 人 は，先 生 と 馴 染 み の 深 神 市 区 櫃 2Ei 　8−3− 13

（電話 078−981−6659）で お
一

人で お暮しで す．2 人の ご子息は各々，福岡大学 と九州東海大学

で 生物学人 として の 途を歩ん で お られます，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（桃井節也，神戸大学農学部）
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